
私は「患者さんの為の日曜セミナー」に参加し，日野先生と山野看護師

による「白血病」と「輸血療法について」学びました。セミナーには，入

院中や外来治療中の患者さんやご家族も一緒に来られており，どなたも自

分の疾患をより理解しようと必死に聞いておられました。患者さんと一緒

に学習することで，患者さんの身近な疑問や感想を直接聞ける良い機会と

なりました。また，患者さん同士がセミナーを通じて交流されており，現

在の病状や不安についてなど些細なことを話せる大切な場であることも感

じました。患者さんが移植や化学療法を受けるには，患者さん自身に疾患

や治療の正確な理解をして頂くことがとても重要となります。そのために

は，患者さんにこのようなセミナーに参加して頂くよう，日頃からアナウ

ンスし情報提供をしていくことが大切だと思いました。同時に，患者さん

の些細な疑問にも目を向け一緒に寄りそっていくためには，看護師が日々

学習していくことが求められていると改めて実感しました。今後もこのよ

うなセミナーに積極的に参加していきたいです

患者さまのための日曜セミナー

移植後の自己管理に向け、移植手帳「同種造血幹細胞移植をうけられた方へ」を発行します。
移植成績の向上に伴い長期生存される患者様が増え、近年ではＱＯＬの向上が課題となっております。
当院でも移植後のフォローアップ外来を行うようになりました。
ＱＯＬを向上させるには医療者だけでなく患者様自身が自らの生活や習慣を再構築したり、体調の変化
に気づき、予防していくことが必要となってきます。そこで自己管理を補助する目的でこの手帳を作成
しました。これは母子手帳のようなものとしてご使用いただけます。6ヶ月・１年・2年などの節目ごと
にチェックする項目や日常生活の困ったときにどうすればよいかの資料などが掲載されています。
患者様が移植後新たな生活を歩んでいくうえでの一助になりますように・・・。

移植手帳について

７階病棟看護師
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チームの一員としてがんばっていきたいと思います。

2007 年から開催されている 『日曜セミナー』 も好評をいただき今年度でなんと 6年目に

突入しました。 参加される皆さんは医師や看護師の講義を一生懸命に聞いておられます。

参加者は患者さんだけではなく， 患者さんのご家族や病棟の看護師， 他施設の医療スタッフ

等さまざまです。 今回は先日参加した病棟スタッフの感想を掲載します。

平成24年度診療報酬改訂により、「造血幹細胞移植後患者管理
指導料」が新設され、医師・看護師・薬剤師・栄養士などの他職種チームによる移植後患者のQOL向上を目指
したフォローアップ外来が6月より開始されました。
同種移植後患者さんで医師の診察前に看護師から、慢性GVHDや晩期合併症の症状について問診したり、感染
予防策やGVHD症状のケアについて指導しています。また食事制限についての質問が多く栄養士の方と連携し
たり、社会復帰や日常生活に関する相談対応をしています。まだまだですが、これからもっと患者さんのQOL
向上を目指し、

移植後フォローアップ外来について

※これまでの講演内容をまとめた

DVD を実費配布いたします。

収録内容は，セミナーで使用した

スライド・資料を用いた医師，

看護師による講演です。患者さん

向けのやさしい内容となっており

ます。

DVD は①2007,2008 年度版

②2009 年度版 ③2010 年度版

となっています。

価格は各 1000 円です。

申込からお届けまで約 3 週間です。

申込方法や他詳細については

『大阪市立大学病院 移植サポート

チーム新聞部事務局』まで

お問い合わせください。


